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ト 所 


(4 月 9』 ) 
鶴 ヶ 城 スカ イラ ンタ ン 
希望 の 灯り て 

会 津 : 会 津 若松 市 
灯り が と も る ラン タン に 未来 へ の 希望 を 乗せ て 夜空 へ 
飛ば し て み ま せ ん か 。 歴 史 を 重ね て きた 会 津 准 ヶ 城 を 
背景 に 幻想 的 な 一 瞬 を 自身 の 手 で 作り 出し まし ょ う 。 


較 一 般 財 団 法人 会 津 若松 観光 ビュ ー ロ ー 
因 JR 磐越 西 線 会 津 若松 駅 か ら バ ス で 約 20 分 





/ ぐ に 注意 

天候 ・ 季 節 ま た は その 他 の 発行 者 の 関与 し 得 な い 事 由 に より 、 掲 載 内 
容 が 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 最 新 情報 に つい て は 、 掲 載 地 そ れ ぞ 
れ の 問合せ 先 へ の お 電話 、Web サ イト の 閲覧 等 に て ご 確認 くだ さい 。 
⑯ こ の 則 子 の 内 容 は 、2021 年 1 月 現在 の 情報 で す 。 ま た 、 情 報 は 基本 的 に 
2021 年 4 月 ご 2021 年 9 月 まで の 内 容 を 掲載 し て いま す 。 但 掲載 内 容 が 予告 
な く 変更 に な る こと や 、 時 期 に よる 変動 及び 幅 時 休業 な ど で 利用 で き な い 場 
合 が ご ざい ます 。 ど 利用 の 際 に は 、 予 め ご 確認 くだ さい 。 倫 写真 は すべ て イメ ー 
ジ で あり 実物 と は 異な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 掲 載 の 地図 や その 縮尺 所要 
時 間 な ど は 、 お お よそ の 目安 と な る も の で す 。 但 花 等 の 見 頃 情報 は 、 例 年 の 見 
頃 時 期 を 示し た も の で す 。 気 象 条 件 な ど に より 前 後 する 場合 が ご ざい ます 。 倫 
この 氏子 に 掲載 され た 内 容 に より 生じ た トラ ブル や 損害 な ど に つい て は 、 責 任 
を 負い か ね ます 。 亀 QR コー ド は 株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ の 登録 商標 で す 。 
@ 詳 し い 情 報 は 各 ペ ー ジ に 記載 の QR コー ド よ り ご 確認 くだ さい 。 
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巡る た び 、 
出会う 旅 。 東北 デス 
東北 キャ ン ペ ベ ペー 


白河 市 
いわ き 市 e 


気候 も 風土 も 見 どこ ろ も 
バラ エ テ ィ 豊 か な 
ふく し ま の 3 地域 ノエ リア 


東西 に 広がる 福島 県 は 、 南 北 に 連なる 阿武 隈 山 
系 と 奥羽 山脈 を 隔て 、 気 候 風土 の 異な る 「 会 津 」 
「 中 通り 」 「 浜 通り ] の 3 地域 に 分 けら れ ま す 。 さ ら 
に 、3 つ の 地域 は 7 アエリア に 区 分 され 、 そ れ ぞ れ に 
歴史 文化 、 食 や 景観 な ど バ ラ エ ティ 豊か な 魅力 
を 発信 し て いま す 。 地 域 の 人 と の 出逢い 、 ス ポッ ト 
を 巡る ほど に 、 奥 深い 魅力 に あふ れ た ふく し ま を 
お 楽し みく だ さい 。 












































東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン (東北 DC) と は 


東北 DC は 、 東 北 6 県 の 自治 体 や 観光 関係 者 と JR6 社 な ど が 一 体 と な っ て 行う 大 型 の 観光 キャ ン ペ ー ン で す 。 
震 炎 か ら 10 年 の 節目 に 開催 する 「 東 北 DC」 で は 、 各 県 の 力 を か け 合 わせ て 東北 の 大 き な 力 に し 、 


東北 の 魅力 を 国内 外 へ 発信 する こと に よっ て 東北 観光 の ブラ ンド 化 を 推進 し て いき ます 。 





























[ 2021 年 4 月 1 日 9 月 30 日 ] 
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他 に も た くさ ん の 
特別 企画 を ご 用 意 ! 


4 この マー ク が 目印 
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東北 DC 特別 企画 





ーー 


軸 inN ・ EE 
4 月 9 月 き ーー 大 自然 の 造形 美 「 あ ぶ く ま 洞 」 
ーー  「 ーー アァ エア ョ ー ド = トコ * の ) 同 害 
豊か な 自然 に 恵まれ た 天体 観測 の 宝庫 首 間 で の 洞窟 体験 [県 中: 軸 」 
プ へ | 』 暗闇 の 洞 内 を 懐中 電灯 の 明か り を 頼り に 探検 。 約 600m の コー ス に 次 々 と 
\ | N 
[ 星 の 村 天 文 台 」 [県 中 : 田 村 市 ] いつ ゃ と 違う 表情 の 倍 乳 石 が 現れ る DC 特別 企画 の ツア ー で す 。 - 
DO 特別 企画 と し て 口径 650mm の 反射 式 天体 望 遠 針 や プラ ネタ 団 あぶ くま 渦 管 理事 務 所 JR 和 東 線 神島 駅 か ら タ クシ ー で 約 5 分 E ーー-= に 
リウ ム の 星座 を 動か すこ と が で きま す 。 太 陽 観測 や 星空 観測 、 プ ーー ーー デー = - 三 
ラ ネ タ リウ ム で 宇宙 の 線 約 を 体験 に 5 8 
ーー ジー 5 ここ 。 ーー ツー ー ョ 沼 サ ッ プ ・ カ ヤッ ク 体 験 
田 JR 身 直 東 線 神島 駅 か ら タ クシ ー で 約 10 分 、 中 の ON 誠 IE 
磐越 自動 車道 小野 |C・ 田 村 ス マー ト IC か ら 車 で 約 20 分 7 Se 詞 雪山 の 爆発 と 下津 波 が 生ん だ 周囲 1200m の 女 沼 は 遠浅 で 
し ね 
5 所 開 諾 波 も 静か 5DG 特 別 企画 の ザッ プ ・ カ ヤッ ク 体 験 で 緑 が 映 える 湖 
ご - 放 境 上 か 5360 度 の 景色 を 井 能 し ます 。 請 請 請 寺 
me 回 NPO 法 人 温 当 観光 協 会 
因 JR 東北 新幹線 福島 駅 か ら 路 線 パス で 約 45 分 、 車 で 約 10 分 


ーー ニー pr 









































DC 期間 中 に 
IE3 久慈 サ イク リ ング [ 県 南 : 8 期間 限定 の 御 城 印 を 
美久 基 県 南 : 東 自 川 地方 ] WT 
「 国 指定 史跡 ・ 棚 倉 城 」 ^ 。 催 


国土 交通 省 認 定 の 自転 車 モ デル ルー ト 『 奥 久慈 街道 』 を サイ クリ ング ! 





東北 の 小 京都 ・ 棚 倉 町 か ら 久 慈 川沿 い を ゆっ た り 巡 り 、 東 北 の 玄 関口 ・ 
矢祭 町 を 目指 す コ ー ス か 、e-bike で 山 の 高低 差 を 楽し みな が ら 『 奥 久慈 
街道 』 届 指 の 景観 を 誇る 鹿角 平 観光 牧場 や 埼 町 の ダリ ア な ど を 巡る 
コー ス を お 選び いた だ け ま す 。 

固 東白川 サイ クリ ング 推進 壇 町 まち 振興 課内 ) 

因 JR 水 郡 線 磐城 棚倉 駅 か 徒歩 0 分 


ク 3 
御 城 印 プレ ゼン ト 企 画 県南: 桶 信 町 
棚倉 城跡 を 訪れ た 方 昌 定 史跡 棚倉 城 」 の 御 城 印 を プレ ゼン ト 。 
条件 を クリ ア し て 特別 な 御 城 印 を 手 に 入れ まし ょ う 。 

回 棚倉 町 観光 協会 

因 JR 水 郡 線 毅 城 棚倉 駅 か ら 徒歩 で 約 10 分 、 東 北 自動 車道 白河 IC か ら 車 で 約 40 分 


斎藤 清美 術 館 
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物 L 
』 


2 


か が みい し 


主人 
「 秋 の 特別 企画 展 」 
[ 会 津 : 柳 津 町 ] 
斎 会 期 
中 、DC 期 間 中 だ け の ナイ トミ ュー ジア ム 
も 開催 。 秋 の 夜長 を アー ト で 楽し み ま 
し ょ う 。 
園 や な いづ 町 立 斎藤 清美 術 館 
因 JR 只見 線 会 津 駅 か 徒歩 で # 
毅 越 自 動車 道 会 津 坂下 IC か ら 車 で を 





田んぼ アー ト 2021 
「“ ま ちな か "周遊 お 宝 さ が し 
in か が みい し 」 

[ 県 中 : 鏡 石町 ] 

6 色 の 稲 で 一 枚 の 絵 を 表現 する 田 ん 
ぼ ア ー ト の 見 頃 に 、 岩 瀬 牧 場 巨大 トウ 
モロ コシ 畑 と つない だ 宝 さ が し イベ ント 
を DC 特別 企画 と し て 開催 。 


(鏡石 町 産業 課内 ) 


江戸 時 代 か ら 続く 
三春 張子 発祥 の 地 


伝統 工芸 品 の 三春 張子 や 三春 胸 を 
作る 集落 。「 デ コ ] と は 人 形 の こと で 、 
張子 の 絵付 け 体験 や 和紙 張り か ら 





し 本線 付 石 恥 か ら 徒歩 約 1 分 、 YO 6 > "チュ 思 1 
田 JR 東北 本 線 拓 石 駅 か ら 徒歩 約 1 分 2 2 由 高 上 抹 デ コ 屋 敷 2 利休 際 も 楽 6 ゅ ます 。 


東北 自動 車道 鏡石 スマ ー ト |IC か ら 車 で 約 5 分 
固 高 柴 到 コ 屋敷 観光 協会 
張子 制作 体験 因 碧 越 自動 車道 郡 画 東 IC か ら 車 で 約 10 分 
[ 県 中 : 郡 山 市 


※ 掲 載 さ れ て いる 写真 は 「 か が みい し 田んぼ 


アー ト 2019] の 写真 と な り ま す 。 Oi 1 6 > e 『 


> 













の he きけ うい 


Mi (4 】 野口 英世 を 印刷 し た 初期 の 千 円 札 3 点 ーー ンコ 


| ad [ 、 お 札 で 作っ た 英世 像 、 英 世 作 の 画 5 > ご / 5 
ES バ を DC 特別 企画 と し て 特別 すす 人 こ 
ヽ ロ ロミ 安達 太良 山 登 山口 か ら 落 差 60m の 滝 や 洞窟 温泉 を 巡り 源泉 ツ の 2 大 示 。 ガ す 。 / 

中 ノ 沢 沼尻 エク スト リー ム めき 多 に 地 も れ た 時 天風 上 入浴 て 圧 全 的 な 晶 体 験 を 。 ”[ 吉 : 独 人 町 ] 


ゞ 曰 に 固 Cafe & activity nowhere JR 猪苗代 駅 か ら バ パス で 約 10 分 
温泉 体験 会 津 : 猪 苗代 町 ] 因 JR 猪苗代 駅 か ら バ ス ・ タ クシ ー で 約 30 分 、 
毅 越 自動 車道 猪苗代 磐 桶 高原 IC か ら 車 で 約 20 分 


国 [ 小 ] 石 二 と ーー ン ン ン ン 
満開 の 桜の ライ ト ア ッ プ 中 則 rr 本 計ら ここ ーー マー の 
[県南 : 自 河 市 ] 証 較 に 



































小寺 の 三重 栓 や 誠 災 か ら よみ が えっ た 壮大 な 石 二 を 欄 を 、 > 

DC 特別 企画 で ライ ト アッ プ , 歴 史 と 自然 の コラ ボレー ショ ン を 六 NN 
楽し ん で 。 cr SW FPN 

回 河 市 失 齋 議 謗 2 

の が MA 2 東北 \ ら 車 で 約 20 分 . 


や \ 


喜多 方 レト ロ 横丁 


平安 時 代 初期 の 高僧 徳 一 が 人 々 の 無病 由 炎 な ど を 原 い 人 レト ロ な ガイ ド ツ アー [ 会津: 喜多 市 ] 
建 し た 像 高 1.83m も の 薬師 様 。DC 特 別 企画 と し て 6 月 毎週 永遠 の 略 和 ノ スタ ル ジ ー、 空 前 絶後 の 昭和 浪漫! レト ロ 横丁 開催 
0 日 曜 は 、 予 約 な し で 拝観 で きま す 。 L 1 に あわ せ て 、 懐 か し い 昭 和 の 面影 が 残る 路地 裏 へ ご 案内 。 
[ 会 津 : 会 津 坂下 町 ] 団 会 津 坂下 町 商工 観光 班 回 (一 社 ) 夫 多 方 観光 物産 協会 
1 団 磐越 自動 車道 会 津 坂下 IC か ら 車 で 約 10 分 3 因 JR 毅 越 丁 線 喜多 方 駅 か ら 徒歩 で 約 10 分 
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Ape な 1 
ED 
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は 
国史 跡 圭 日 寺跡 
gs ライ ト ア ッ プ イベ ンド |! 

| [月 待ち の 灯り 」 [人 当 : 需 町 ] 


復元 金堂 や 中 門 と 灯 等 が 造る 幻想 風景 に 写真 を 


た 
人 SS 
薬師 名 来 潜 像 wl 5 守 
夜 問 特別 史学 人 当 佐 召還 」 


暮 日 寺 の 本 尊 「 丈 六 薬 師 名 来 和 像 ] は 、 像 高 約 





交流 ・ 観 光 拠 点 施設 | | 




















ナ ご 
「 喰 丸 小 」 撮り た く な る こと 間違い な し 。 様 々 な デザ イン の 殺生 2m、 台 座 ・ 光 育 を 含め る と 4m を 超す 大 追 力 。 期 間 醒 
ン ラ 吉 な 0 6 も 楽し み の 一 つ 。DC 特 別 企画 と し て 、 新 し い 素材 ・ 限定 の 夜間 特別 見 学 で す 。 ノ 
ライ ト ア ッ プ と 夜 の 開館 7 月 へ 8 月 模様 ・ 形 の 灯籠 を 作成 し ます 。 -4 回 系 税 山 六 日 寺 資 料 館 ( 須 ア ジ 

[会津 昭和 村 ] - nn 園 舟 偽 山 基 日 寺 次 料 館 り 因 JR 盤 直線 般 町 駅 か ら / ア 則 
樹齢 120 年 の 大 イチ ョ ウ と 木造 校舎 が 人 気 の 喰 丸 小 。DC 有 有 自 七色 に 変化 する 光 と 1.,000 個 の 風鈴 の 涼し げ な IRC pH 人 』 徒歩 で 約 20 分 3S い 
特別 企画 と し て 、 初 め て の 新緑 シー ズン の ライ ト ア ッ プ で 、 伊佐 須美 の 杜 七夕 祈願 祭 響き 。 音 と 光 に 包ま れ た 夜 の 神社 で 、 セ タ の 夜空 Fi* Ph ー 
ノスタルジック 空間 を 存 分 に 。 予 約 で 夜 の 利用 も 可 。 ライ ト ア ッ プ と 御 涼風 鈴 ~ に 祈り と 願い を 届け まし ょ う 。 
固 昭和 村 産 業 観 会 津 : 会 津 美里 町 ] 較 伊佐 須美 神社 社務 所 \ 
因 磐越 自動 車道 会 津 坂下 IC か ら 車 で 約 60 分 困 JR 只 見 線 会 津 高田 駅 か ら 徒歩 で 約 25 分 

NN 











DC 特別 企画 と し て 夜間 延長 し 、 薄 暗い 館内 を 懐 上 





に アル 4【 エ アレ ルス 日) 


H 電 灯 で 探検 。 暗 聞 に 迫力 た っ ぷり の 


フタ バス ズ キ リュ ウ や 奴 竜 化石 が 現れ 、 楽 し さと 荻 き の 連続 で す 。 


固 いわ き 市 石炭 ・ 化 石 館 ほる る 


JR 常磐 線 湯本 駅 か 徒歩 で 約 10 分 、 常 磐 自 動車 道 いわ き 湯本 IC か ら 





ゃ | 了 や 
と イト スリ ルン シル リド た ン 
小名浜 港 東港 地区 と 3 号 ふ頭 を 結ぶ 連絡 橋 。 夜 に は 隣接 する 
アク アマ リン ふく し ま と 共 に ライ ト ア ッ プ され る 絶景 スポ ッ ト で す 。 
回 福島 県 小 名 事 務 所 
因 JR 常磐 # し MFI0 レ 』 











震 災 や 原子 力 災害 に 関し て 収集 し た 資料 の 中 か ら 厳 選 し た 映像 や 実物 資料 を 展示 し て 未 


曽 有 の 複合 災害 の 記憶 と 記録 、 教 訓 を 伝え て いま す 。 
団 東日本 大 震 災 ・ 原 子 力 災 害 伝承 館 
JR 常磐 道 双葉 駅 か ら 車 で 約 6 分 、 常 磐 邊 動車 道 双葉 |C か ら 車 で 約 12 分 


川浦 グルメ で す 。 
固 相馬 市 観光 協会 
JR 常磐 線 相馬 駅 か ら 





で 約 10 分 








松川 浦 の 観光 復興 を めざし て 各店 舗 
が オリ ジ ナ ル メ ニュ ー を 考案 。 相 馬 産 
の 海産 物 や 、 旬 の 食材 を 活か し た 松 


も で 約 15 分 





樹齢 80 年 以上 の 桜 が 多く 、 現 在 は 800m、190 本 が 観 桜 可能 で す 。 


固 富岡 町 産業 振興 課 商工 観光 係 








JR 常磐 線 夜 ノ 森 駅 か ら 徒歩 で 約 5 分 、 常 盤 自動 還 














全長 約 500m の 海上 橋 ・ 松 川浦 大 橋 と 、 白 亜 の 灯台 を 眺望 する 湾 状 の ビー 











道 常 磐 定岡 IC か ら 








チ ・ カ ゲス カ 海 岸 で 、 松 川浦 の 絶景 を 堪能 。 
固 相馬 市 観光 協会 


田 JR 常磐 線 相 馬 駅 か ら 車 で 約 20 分 、 常 磐 自動 車道 相馬 IC か ら 還 











で 約 10 分 





で 約 20 分 











東京 ドー ム 10 個 分 も の 敷地 に サッ カー 場 、 ホ テル 、 ジ ム 、 ア リー ナ 





0 肌 29as み ASP2 ニ シン セン シク Gi9 
回 株 式 会 社 J ヴ ィ レ ッ ジ 


JR 常 和 線 」 ヴ ィ レッ ジ 駅 か ら 徒 歩 で 約 5 分 、 常 盤 自動 車道 広野 |C か ら 旦 











SI ラル 





で 約 5 分 


相馬 原 釜 漁港 で 水揚げ され る 、 相 馬 
の 新鮮 な 魚介 を 炊き 上 げた 「 釜 めし ] 
を 朝食 で 味わう プラ ン が 誕生 し まし 
た 。 季 節 の 食材 を 使っ て 、 松 川浦 の 
旅館 ご と に 料理 長 自 慢 の 朝 釜 を ご 
意 し て いま す 。 

固 相馬 市 観光 協会 























フラガール を 仕事 に 選ん だ 主人 公 ・ 夏 凪 日 羽 と 同期 の 仲間 た ちの 成長 を 描く 青 
春 群像 劇 。 映 画 の 公開 と 合わ せ 、 コ ラボ 商品 も 発売 予定 で す 。 
固 アニ メ 映 画 「 フ ラ ・ フ ラダ ンス 」 を 応援 する 会 


浜 通 り 特集 


仙台 
岩沼 
主 理 Si ペダ - 
浜 通り 特集 人 
相馬 


ご 復興 の 今 を 巡る 


復興 へ の 希望 を つなぎ 走る 常盤 線 に 乗っ て 
人間 海 治 い の 街 と 人 に 出逢う 旅 。 












レム リル た 当 ワ ウッ ン ゆ クン シ < 
南国 ムー ド 満 点 の 常夏 の 3 2 の 5 ァ ーc プ < ャ ー ジ の 、 
広々 と し た し や 温泉 な ど 、 一 日 で は 遊び きれ な 
い 温泉 大 陸 で す 。 
凡 9 が ヤ ンジ ンク 
較 常 自 動車 道 いわ き 湯 本 IC か ら 車 

JR 常磐 線 湯 本 駅 か ら 車 で 約 10 分 


2021 年 初夏 、 
公開 で す 







@BNP, FUJITV/ お し ゃ れ サ ロン な つなぎ 











着物 で フラ を 踊る 「 フ ラ 女 将 」』 旨 泉 を 愛し 、 
フラ を 愛し 、 い わき 湯本 を 愛 衣 る 温泉 宿 の 女 
将 で す 。 

国 いわ き 湯 林 温 泉 旅館 壇 同 組 人 



































相馬 地方 伝統 の 国 指定 重要 無形 民俗 文化 財 『 相 馬 野 馬 追 』J を は じ ( 773@-8/22@ 足 ) 
め 、 南 補 馬 の 自然 ・ 硬 史 ・ 民 俗 を テー マ と し た 博物 館 で す 。 SB BSE 


。 く 
国 南 相 馬 市 博物 館 P = 
田 JR R ノ 町 駅 か ら 車 で 約 10 分 、 党 磐 邊 動車 道 南 相 馬 IC か ら 車 で * 4/29《 層 ゅ 5/5 6 き W》 内 し 送 の 。 本 





国宝 願 成 寺 白 水 阿弥 陀 堂 が 
「 新 緑 の アミ ダナ イト 」  .! <“ テー 








幻想 的 な 姿 が 紅葉 の 夜間 に 浮か び 上 が る 「 ア ミダ ふも の as。 き 有 人 選 
ナイ ト ] を 、DC 特 別 企画 と し て 新緑 の 時 期 に 開催 。 し 購 レポ 

現在 は 剥落 し て いる 極楽 浄土 の 世界 を 描い た 壁 リコ * Ji < 
画 を 、 プ ロジ ェクション マッ ピン グ 「 天 上 界 光明 」 で 上 「 ド 和 * こ 
再現 し ます = 【 9 

団 いわ き 市 観光 事業 課 コ 則 まさ 、 - 


因 JR 常磐 線 内 郷 駅 か ら バ ス で 約 5 分 、 
常盤 自 動車 道 い わき 中 央 IC か ら 車 で 約 20 分 





〒 半 [大 相馬 の の 
固 半 の 駅 な みえ 











上 曲調 に 身 を 固め た 約 400 崎 の 騎馬 武者 が 、 
太刀 や 旗 指 物 を つけ 絢 炉 勇壮 な 時 代 絵 巻 

を 繰り 広げ る 相馬 地方 の 伝統 行事 で す 。 

DC 特別 企画 と し て 相 感 野馬 追 期間 中 も 甲 表 

着付 け 体験 を 実施 し ます 。 

固 相馬 野馬 追 執行 委員 会 事務 局 

因 JR 常磐 線 原 ノ 町 駅 か ら 車 で 約 10 分 、 

常磐 自動 車道 南 相 馬 IC か ら 車 で 約 15 分 


※ 7/24@ は 一 部 、 相 馬 市 で の 開催 と な り ます 。 











相馬 産 の 新鮮 な 魚介 類 や 農産 物 を 販売 し て いま す 。 フ ー ド コー ト 「 浜 の 台所 
く ぁ せっ と 」 で は 地元 の 旬 の 食材 を 使っ た メニ ュー を 味わえ ます 。 









































ョ "大 沈 代 * 2 











































































の っ. 還 議 1 を 2 が e まで いと は 、「 大 切 に 」「 心 込め て 」 リフ 還 還 国語 mW テ 孝 マ に し た 緑地 公園 で す 。 舗 装 型 ど 衣 EEE 
3 意味 。 杉 の 香 あふ れる 空 4 っ 思 - し て は 日 本 一 の 規模 の 国際 規格 バンプ 証 具 し 
間 に 節 られ た 約 80 個 の 花 玉 が 来館 Ns 3 トラ ッ ク コ ー ス が ある ほか 、 波 の 音 を 聞 に ーーー 本 = 
者 を 迎え ます 。 で き な が ら 、 うー トキ ャ ンプ や BBO を 補 寺 の Te 了 3 甲 青 着付 け 体験 
ペー し め ま す 。 3 / コ 「 和 鎧 を まとっ て 戦国 時 代 を 体感 ! 一 千年 の 歴 
回 釣 師 防災 緑地 公園 パー クセ ンタ ー AM hw: 史 と 伝統 に 触れ る 武将 甲 責 ・ 足 軽 甲 青 の 着 
因 JR 常磐 線 新地 駅 か ら 徒歩 で 約 12 グ ee 付け 体験 で す 。 





園 野馬 追 通 り 銘 醸 館 
朋 田 JR 帯 上 線 原 ノ 町 駅 か ら 徒歩 で 約 20 分 、 
常磐 自動 車道 南 相 馬 IC か ら 車 で 約 10 分 








DC 期間 中 に 
甲 し ul 





東日本 大 震 災 と 原発 事故 を 経験 し た 福島 の 「 あ り の ま 
ま の 姜 」 と 、「 復 興 に 向け て 挑戦 する 人 々 と の 対話 」 を 通 
じ て 、 自 分 自身 を 成長 させ る 学び の 旅 。 

回 福島 県 観光 物産 交流 協 人 


村民 が 一 木 一 草 を 持ち よっ て 建て 、 詩 
人 草野 心平 に 贈っ た 慕 暮 き 屋 根 の 建 
物 。 心 平 の 創作 場所 の 一 つと し て 愛用 


道 常磐 富岡 IC か ら 車 で 約 30 分 










県 北 福 島 市 ] 
島 に 桃源 郷 あ り | に 称え た 化 の 名 






所 84 





E 


施し て いる た め 二 シャ ドル バス を ご 利用 ぐだ さい 言 


見 頃 /3 月 下旬 4 月 中 旬 

















2 oc ニー ニー ーーー- 
日 中 線 し だ れ 桜 並木 [人 当 : き 方] 


旧 日 中 線 跡 に 整備 され た 約 3km の 遊歩 道 に 咲き 誇る 約 1,.000 本 の し だ れ 桜 。 
敷地 内 に は SL も 展示 され て いま す 。 
較 喜多 方 市 観光 交流 課 花 で も て な す 係 
JR 磐越 西 線 喜多 方 駅 か ら 徒歩 で 約 5 分 





見 頃 /4 月 下旬 5 月 上 旬 


と ニ = ヒ w/ 人 隊 
音 寺川 の 桜 [会 津 : 導 音 人 町 ] 
観音 寺川 の 両 岸 約 1km に 咲く 約 200 本 の 桜 並木 。 
夜 は 7 色 の LED で ライ ト ア ッ プ され 、 幻 想 的 な 夜桜 を 楽し め ま す 。 
固 猪苗代 観光 協会 
JR 磐越 西 線 猪苗代 駅 か ら 車 で 約 10 分 





巡 


















































色 ふ 山 
彩 くも 
を し 野 
訪 ま ゃ 
ね ご 畠 
て この 
ゞ , て 
の に 景 
し 
旅 ふ 手 
し 人 友 3 
上 よ ーー 
出 い 
か 了 斉 
け ラ に 
ま し 華 
ーー 6250 こ 3 し が 5 
いす / ーー さく エ エ よい / 
夏井 千本 桜 [県 か 邊 町 三春 滝 桜 [県 = 春町] ょ 出 < 
夏井 川 の 清流 に 沿っ て 咲く 約 1.000 本 の ソメイヨシノ 。 四方 に 伸び た 枝 に 、 小 さ な 花 を 無数 に 咲か せる 様子 が まる で 滝 が う テ 婦 
川沿 い の 遊 歩道 を の ん びり と 歩き な が ら 春 を 満喫 で きま す 。 流れ 落ち る よう に 見 える 日 本 三 大 桜の 一 つ で す 。 な 色 
団 小野 町 産業 振興 課 d 国 = 春町 産業 課 人 
国 JR 幽 越 東 線 夏井 駅 か ら 徒歩 で 約 5 分 因 JR 毅 越 東 線 三 春 駅 か ら 車 で 約 20 分 MV 0 














詳し い 
観光 情報 は 
こち ら 


頃 ノ 。 旬 て 4 月 中 旬 
小川 諏訪 神社 の 
シダ レザ クラ [ い ゎ き : い ゎ き 市] 
樹齢 500 年 以上 の 市 の 天然 記念 物 。 開 花 に あわ 
せ て ライ ト ア ッ プ も 行わ れ 、 優 美 な 姿 を 一 目 見 よう と 
多く の 人 が 訪れ ます 。 


固 小川 諏訪 神社 
JR 般 越 東 線 小川 郷 駅 か 徒歩 で 約 15 分 





| 

い ーー 0 
越 代 の サク ラ [県 : 設 町 ] いし か わ 桜 谷 県: 石町] 
林野 庁 の 「 森 の 巨人 た ち 百 選 」 や 県 の 江戸 時 代 に 「 桜 谷 ] と 詠 ま れ た 美しい 情景 の 中 、 町 
天然 記念 物 に 指定 され る 樹齢 約 400 央 の 河畔 を 染め る 2.000 本 も の 桜 並 木 や 樹齢 500 馬 
年 、 高 さ 20m の ヤマ ザク ラ の 大 木 で す 。 を 越え る 「 高 田 桜 ] な どの 桜 が 咲 き 誇 り ま す 。 
回 古殿 町 産業 振興 課 コ 固 石川 町 観光 物産 協会 
JR 水 郡 線 磐 城石 川 駅 か ら 車 で 約 35 分 JR 水 郡 線 磐 城石 川 駅 か ら 徒歩 で 約 15 分 ・ 車 で 約 5 分 
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g 】 いか eS ( 

見 頃 ノ 7 月 上 旬 _ プラ に ント Ne 3 き ea 

ここ こおり 桃源 名 県: 生 m] 

1 o ーー ゞ ー SN 
ジュ ピア ラン ド ひ ら た 世界 の あじ さい 園 阿武 限 川 沿い に 広がる 果 告 園 で 柳 の 花 が いっ せい に 咲き 
[ 県 中 : 平 田村 ] R ! 揃う 春 。 一 面 が ピン ク 色 に 上 染 まる 景色 は 、 ま さ に 桃源 郷 で す 。 
代田 岳山 麓 の 広大 な 丘陵 地 に 彩り 豊か な アジ サイ が 咲き 揃い ます 。 展 示さ れ た は 回 双 折 困 産 拓 尋 課 sss 
アジ サイ の 最多 品種 数 372 品 種 で 世界 一 に 認定 され て いま す 。 と 間隔 


回 ジュ ピア ラン ド ひ ら た 
JR 東北 新幹線 郡山 駅 か ら 車 で 約 50 分 


ee > 


で と 2 人 
『 


可 


Eo 2 p っ 
(CZ4aF-sgFS 
と 1 7 JI ぐ 
奥 久 慈 県 立 自然 公園 矢祭 山 須賀 川 牡丹 園 
[ 県南 : 衝 祭 町 ] ーー [県 中 : 拓 賀川 市 ] 
奇岩 に 富む 山 と 久慈 川 の 流れ が 織り な す 景 勝地 。 春 に は 約 100 本 の さ rm 特 し て 唯一 の 国 指 定 名 勝 。 有 料 開園 の 期間 中 は 、290 種 7.000 株 の 


ソメイヨシノ と 約 5 万 本 の ツツジ が 公園 内 を 彩り ます 。 牡丹 が 大 輪 の 花 を 咲か せま す 。 


固 矢祭 町 事業 課 産 業 グ ルー プ ( 公 財 ) 牡丹 園 保 勝 会 
因 JR 水 郡 線 矢祭 山 駅 か ら 徒歩 すぐ 因 JR 東北 本 線 須 賀川 駅 か ら 車 で 約 10 分 


過 ③ 県 て へ ジン 。QuO 伯 





ラ 


リ 


On 私 e 
フ 


ヾ 
5 


党 S と mr 甘 
人 る 評 G 吾 悩 い 殿 W 宮 cr 黄 


の 


ご ょ > 
ン “ 


詳し い 
観光 情報 は 













いさ in 球 『/ アー と 
- ー と 頃 /8 月 中 旬 ~ こ 9 月 上 旬 ) デ 。 - 
へ っ ー ュ ィ 。 PC 4 


(EC グー 三 ン 倉 高原 ひま わり 短 革 、、 
電 に 


1 人 、- い 、 ass mm ン = 
遇 本 忘 革 水 自然 人 会 津 : 書 久 市 ] . 『。 フラ ーー 
中 尊 寺 ハス [県 北 : 還 見 町 ] 花 と 歴史 の 郷 蛇 の 上 鼻 4 記 水 自 然 公園 有 ン 3 会津 盆地 志 する 三倉 高原 に 群れ 史 く 人 x 9 ee 
岩手 上 平泉 町 の 中 意 寺 で 見 つか っ た 種 か ら 開花 し た [県 北 : 本 宮 市 ] ひめ さゆ り 和 群生 1 地 当主 全 当 町 ] 2 欠 BN の O+ の On.g の ちら p2 Ss 
古代 蓮 。 大 輪 に 淡紅 色 の 清 差 な 位 ま い が 、 平 安 の 香り 春 か ら 夏 に か け 、 桜 、 大 藤 、 パ ラ 、 ス イレ ン が 次 々 開花 。 国 登録 有形 文化 高原 の 風 に そよ ぐ ひ め さ ゆ り の 美しく 可憐 な 次 。7ha に 約 100 万 本 ii グー 
を 今 に 伝え ます 。 財 「 蛇 の 鼻 御 殿 」 と 花々 の 競演 を 楽し め ま す 。 の ひめ さゆ り が 自生 する 国内 最大 規模 の 群生 地 で す 。 園 熱塩 加納 総合 文 所 産業 建設 訣 請 靖 四 
固 国見 町 まち づく り 交 流 課 回 花 と 歴 史 の 郷 蛇 の 盆 回 南郷 観光 セン ター 田 JR 毅 越 西 線 喜 多 方 駅 か ら 車 で 約 25 分 3 Pa る 
因 JR 東北 本 線 藤田 駅 か ら 車 で 約 因 JR 東北 本 線 本 宮 駅 か ら 車 で 約 8 分 田 会 津 鉄道 会 津田 島 駅 か ら 車 で 約 60 分 * 『 が 0 
- As 3 な 
-』 ー / 
テ / 7 い 























こっ 


「 あ だ た ら イ ルミ ネー ショ ン 」 で は 
「 光 の 花畑 」 を 空中 観覧 


安達 太良 山 [県 北 : ニ 本 松 市 ] 


別名 ・ 乳 首 山 と も 呼ば れる 標高 1,700m の 山 。 初 夏 に は シャ ク ナ ゲ 等 

の 高山 植物 が 咲き 、 渓 流 が 登山 者 の 心 を 和 ま せま す 。 毎 夏 恒例 の 「 あ 

ご た ら イ ルミ ネー ショ ン ] は 幻想 的 な 光景 で 

固 安達 太良 連盟 (二本松 市 観光 課内 ) 、 あ だ た ら 高 原 リ ゾー ト 

因 JR 東北 本 線 二本松 駅 か ら バ パス で 約 45 分 、 東 北 自動 車道 二本松 |C か ら 車 で 約 20 分 


霊山 県 立 自 然 公 園 


[ 県 北 : 伊 達 市 ] 


約 3,500 万 年 前 に 誕生 し た 霊山 は 
山岳 仏教 や 南北 朝 時 代 の 一 拠点 
と も な っ た 歴史 ある 名 蜂 。 国 史跡 
名 勝 に 指定 され て いま す 。 
固 りょう ぜん 紅 彩 館 
田 JR 東北 新幹線 
福島 駅 か ら 車 で 約 45 分 、 
JR 常磐 線 相馬 駅 か ら 
車 で 約 30 分 


尾瀬 国立 公園 [ 証 全 当 : 栓 岐村 ] 


標高 2.356m の 和 ヶ 岳 を 中 心 に 広がる 高層 湿原 。 ミ ズバ ショ ウ や 


ッ コ ウキ スゲ を は じ め 日 本 を 代表 する 自然 の 宝庫 で す 。 


較 尾瀬 栓 枝 岐 温泉 観光 協会 
野 岩 鉄 道 会 津 高原 尾瀬 口 駅 か ら パ バス ・ 車 で 約 90 分 


ーー で ューー や ・ 
遠藤 ヶ 滝 ・ 三 日 月 の 滝 
[ 県 北 : 大 玉村 ] 
文 覚 上 人 (遠藤 盛 遠 ) 
が 荒 行 を 修め ゆ た と され 
る 滝 。 下 流 で は の 
が 扇 型 に 広がり 落ち る 
三日月 の 滝 も 眺望 で き 
ます 。 
国 大 玉村 観光 協会 
(大 玉村 産業 課内 ) 


国 JR 東北 本 線 
本 宮 駅 か ら 車 で 約 20 分 





盤 桶 吾妻 スカ イラ イン [県 北 : 福 人 市 ] 
吾妻 小 富士 の 山肌 を 縫っ て 走る 全長 約 29km の 山岳 観光 道路 。 
雄大 で 変化 に 富ん だ 自然 を 堪能 で きる " 空 を 走る 道 " で す 。 

固 福島 市 観光 案内 所 

困 JR 東北 新幹線 福島 駅 か ら 車 で 約 1 時 間 


第 一 只見 川橋 染 
さぶ Oo 
ビュ ー ボ ポイ ント [和合 津 : 島 町 ] 
福島 - 新 潟 を 結ぶ JR 只見 線 は 景観 の 美 し さ で 知ら れる ロー カ 
ル 路 線 。「 第 一 只見 川橋 染 ] を 望む ビュ ー ポ イン ト が 人 気 で す 。 


回 三島 町 観光 協会 
国 JR 只見 線 会 津 宮 下 駅 か ら 車 で 約 5 分 


塔 の へ つり 

[ 南会津 : 下 卿 町 ] 

大 川 (阿賀 川 ) が 百 万 年 の 歳 月 を 

か け て 、 浸 食 と 風化 を 繰り 返し 出 

来 上 が っ た 見 事 な 景観 で す 。 初 夏 

に は 奇岩 に ヤマ フジ が 垂れ 下 が 

り 、 秋 は 紅葉 で 木々 が 美しく 色 付 

きま す 。 

固 下郷 町 観光 協 会 
会 津 鉄道 塔 の 回 


へ つり 駅 か ら 回 知 mr 
1 
回 「 


江 竜 田 の 滝 
[ 県 南 : 餃 川村 ] 
大 小さ ま ざ ま な 六 つ の 
滝 の 総称 。 久 慈 川 支流 
の 渡瀬 川 と 大 戸 中 川 
が 合流 する 渓谷 に あ 
り 、 新 緑 に 染まる 岩肌 
を 大 小 の 滝 が 連続 し て 
流れ 落ち ます 。 

較 般 川 村 農 林 商 工 課 


五色 沼 湖沼 群 


会 津 : 北 塩原 村 


エメ ラル ド グ リ ー ン や コバ ルト ブル 二 に 輝く 沼 が 集まる 湖沼 群 。 
2016 年 に は ミシュ ラン ・ グ リー ン ガ イド 1 つ 星 に も 認定 。 


固 裏 線 欄 観 光 協 会 
困 JR 磐越 西 線 猪苗代 駅 か ら バ パス. 





まで 約 35 分 





式 9t ビ へ の 6 


と ン 
ラ 


ぶ 二 吸 は まま 貴 8: 


処 
導 貞 選 ③ 放 で へ 


s2 湊 ③ 導 
滞 1 」 計 で 肛 党 
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詳し い 
観光 情報 は 
こち ら 





MEo) 



















則 N 


「 日 本 遺産 (JapanHeritage) 」 










S 提 暑 
虹 褒 状 加 


mH 悪 遇 十 昌 








和 と は 、 文 化 財 等 の 地域 の 歴史 ( 
当 | 的 魅力 や 特色 を 通じ で 日 本 の 巡 
12 4: な と コリ ピラ コ 在 礼 
文化 店 が 認定 する も の で す 』 時 を 
9 ヽ の 通 
* 間 / 
括 て 
一 で い の 観 
【 4 

* \ こさ ゞ 和 

5 





左下 り 観 音 [ 人 当 : 健 業 時 町 ] 
山 の 中 腹 に ある 岩 を 切り 開き 構築 し た 見 事 な 三 層 閣 の お 堂 で す 。 
「 首 無し 観音 ] に まつ わる 逸話 が 今 も 語り 継が れ て いま す 。 

会 津 美里 町 観光 協会 
JR 只見 線 会 津本 郷 駅 か ら 車 で 約 20 分 


ー 入 、。 ヽ と ーー で し 。 忘 隆 寺 立 示 観 音 (会 津 坂下 町 )、 弘 安寺 中 田 観 音 (会 津 美里 町 )、 各 法寺 鳥 追 鈴音 ( 西 会 津 町 ) 
ー 生 健やか で 「 こ ろり 」 と 和 在 生 で きる 会 津 こ みろ り ) と 観 壮 ば [ころ り 三 観音 」 と 呼ば れ 、3 つ の 観音 様 に お 語り すれ ば 語 一 生 健康 で 、 長 員 い せ ず に 
に ニー デビ ころ り と 極楽 往生 で きる と 信仰 を 集め て いま す 。 


























ガイ ド に よる 
ドリ ンク の 
振る 舞い 付 










較 


@p 叶 病 
ーー 本 生 の 較 別 


トー 一生 ーー ビー ニコ き ペ 
恵 隆 寺 ・ 立 木 観音 人 当 : 全 津 反町] 
木造 の 千 手 観音 立像 で 身丈 7.4m と 立木 仏 と し て は 日 本 最大 級 。 
ー 生 健康 で 過ごせ る 観音 様 と し て 信仰 を 集め て いま す 。 


固 悪 隆 寺 寺 務 所 、 会 津 坂下 町 産業 課 
JR 只見 線 塔 寺 駅 か ら 車 で 約 10 分 
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層 評 調 さき 児 品 
当世 きら ざ 中 


べ 注 mr 活 岡 , 必 則 S て の 到 ご 当 S 々 と 


で 仁 列 AO 人 短 


ェ エコ 
gi 


新 豆 熊野 神社 長 床 


会 津 : 喜 多 方 市 ] 











































ロ 柱 が 立ち 並ぶ 吹き 抜け の 拝殿 と ご < - ーー 会 津 : 会 津 若松 市 ] 
神木 の 大 イチ ョ ウ が 作る 景観 は 二見 | AN 1 に 湯 M( * 1 愉 上 り と 下り が 全く 別 の 通路 に な っ て いる 一 方 通行 の 
|。 2 3 の 価値 あり 婦 国 の 重要 文化 財 に 指定 彰 RT 井 細 ーー em IN シ W| 一 重 ら せん 構造 に より 、 参 拝 者 が すれ 違う こと な く 
され て いま う 。 い | 馬 im お 参り で きる と いう 世界 的 に も 珍し い 建 物 で 、 国 の か 


。 丈 で へ と ひき 党 





プ 人 四半 き 0 草 人民 存 会 Se 2 ング 衣 恒 二 =、 重要 文化 財 に 指定 され て いま す 。 6 
り 田 JR 綿 越 西 線 喜多 方 駅 か ら 還 - ー / ーー に 本 語 団 ( 有 ) 山 主 飯盛 本 店 


Le ー 、 1 旨 毅 を 若松 駅 か ら パ ス 





詳し い 
観光 情報 は 
こち ら 









を 


は 
鶴 ヶ 城 (若松 城跡) 
『 [ 会 津 : 会 津 若松 市 ] 
ーー ミ 還 Mogー bb* 本 数 多く の 戦国 大 名 が 治め 、 幕 末 の 成 辰 
て 戦争 で も 知ら れる 観 ヶ 城 。 平 成 23 年 に 赤 
ロ か hn 三 、 : 

勝 常 寺 [ 人 湯川 村 大 山 入 神 社 人 当 : 西 人 ] 只見 町 河井 継 之 助 記念 館 〔[ 音 ^: 3 瓦 に 暮 き 替え られ 幕末 の 姿 に 菊 り まし た 。 
に 三 年 続け て お 語り すれ ば 一 生 に 一 度 は 、 な じ ょ な (どん な ) 願 いも 聞き な さ の 幕末 、 成 辰 戦争 に お いて 義 の た め に 戦い 、 の 回 一般 財団 法 炎 会津 若松 観 ビ ミー ロ 震 

る 山の神 様 。 毎 年 6 月 の 春の 例 大 祭 で は 、 県 内 外 か ら 多く の 参拝 客 で 田 JR 磐越 丁 線 会 津 若松 駅 か ら バ ス で 約 20 分 


に ぎわ いま す 。 
固 大 山 抵 神 社団 JR 磐越 西 線 野沢 駅 か ら バ ス ・ 車 で 約 10 分 


RI 1 












































17 














ユン くさ ェ ーー 還 に 、 
前 沢 曲 家 集 沙 人 津 : 南 健 町 ] 

曲 家 (まがり や ) と は 、 文 字 通 り L 字 型 に 曲がっ た 住ま い の こ と 
で す 。 集 落 に は 現在 も 人 々 の 暮らし が 息 づ き 、 日 本 の 原 風景 
を 今 に 残し て いま す 。 

回 前 沢 景観 保存 会 困 会 津 鉄道 会 津 高原 尾瀬 口 駅 か ら 車 で 約 30 分 








ーー 辱 』 
戸 ー テ エー KN 
福島 市 古関 裕 
[ 県 北 : 福 島 市 ] 生 
還 昭和 の 名 曲 を 生ん だ 古関 裕 面 の 功績 を だ 
上 と る 記念 館 。 オ ル ガ ン や 直筆 の 楽譜 な ど ゆ 
四 か り の 品々 も 展示 され て いま す 。 
還 回 福島 市 古関 容 和 記念 館 議 
円 JR 東北 新幹線 福島 駅 か ら 車 で 約 


の 













































東堂 山 満 福 寺 ・ 
昭和 比 漢 
ee で SE 、 [ 県 中 : 小 野 町 ] 
で ) ( 東堂 山 満 福 寺 の 境内 奥 で は 、500 体 を 
超え る 個性 あふ れる 羅漢 像 を 見 る こと 





マン ーー マン ル ーー が で きま す 。 


較 国 小野 町 産業 振興 課 
粒 円 吉 炒 自動 車道 小野 |C か ら 







車 で 約 10 分 


で 2 プ 守 〆 御朱印 が 頂け る 
の 


ンー 


レー 


ep 一 


山本 不動 尊 
[ 県 南 : 棚 倉 町 ] 
弘法 大 師 ゆ か り の 不動 尊 。 緑 の 
境内 を 抜け 、130 段 の 石段 を 上 
る と 、 巨 岩 の 洞窟 に ご 本 尊 が 安 
置 さ れ て いま す 。 
| 固 山本 不動 尊 
津 駅 か ら 車 で 約 10 分 


即 身 仏 「 弘 智 法印 窒 貞 」rmw:ayim 


伝染 病 か ら 人 々 を 救う た め 入 定 し た 即 身 仏 。 東 日 本 大 震 災 で の 被災 後 、 


日 河 狂 犬 めぐ り 
[ 県 南 : 白 河 市 ] 

今にも 動き 出し そう な 姿 、 愛 婚 た っ 
ぷり の 表情 な ど 、 自 河 市 内 の 個性 
的 な 狐 大 た ち 。 お 気に入り の 一 体 
を 探し て みて は 。 


固 白河 市 観光 課 


と ネ 人 人 ゃ い 

Sho 
人 
に 





アニ ど 
津 : 征 卿 町 『 
AMETGESSTERD = 
江戸 時 代 に 若松 城下 と 今 市 宿 結 々 だ 街 
道 の 宿場 町 で き と の 景観 CC も に 2 の 各 
な が ら の 暮らし ぞ 今 に 息 づい で いま 8 
* ラ ぃ 9 
敵 2LEti め 93 - 
BMP ジグ の TGZ 








の 











Cultu 


アコ 


茅 茸 き の 旧 街道 
着物 で 散策 


[ 南会津 下郷 町 ] 


交 化 


IE ん 1 


Te 


を / 








茅 暮 き の 古 民 家 が 連なる 大 内 宿 。 
いにしえ の 風情 あふ れる 旧 街 道 を 、 


着物 で そぞろ 歩い て み ま せ ん か 。 
回 下郷 町 観光 公社 


会 津 鉄道 湯野 上 温泉 駅 か ら バ ス ・ 車 


で 約 20 分 


















東山 混合 識 


商人 度 401.300 年 の 歴史 を 誇る 奥羽 三楽 郷 の 語 2 で ' 呈 


早 戸 温泉 つる の 湯 還 = 


計 全 人 を 感 し だこ いう 伝説 が 残る と EMI 
のち 衣 野 晶子 な ど 文 た 時 容 た 愛さ ん た こと て 知ら れる プ 詞 C 湯 治 場 : 源 泉 か け 流し じ の 熱 め の 湯 が 、 心 も 体 も な か 

二 生 温 泉 卿 です ンー 計ら 温め て くれ ます . 軸 議 eo re 
回 東温 和合 2 ey 0 こ ン 回 早 戸 温泉 つる の 湯 粒 還 1 の と で 語り 中 

。 田 JR 問 直 西 線 会 津 若松 駅 か ら 車 で 約 15 分 レー 6 田 JR 只見 線 早 戸 駅 か ら 徒歩 で 約 10 分 | 


7 ア 、 ィ ズ ー 全 寺 S 2? ls 
アー 生 - の 









中 


『 











母 畑 ・ 石 川 温泉 郷 [見 : 右 面 


4 つの 温泉 の 総称 で 、 東 北 有 数 の ラジ ウム 温泉 地 。 大 
四 抵 の 病 は 三 日 も あれ ば 治る と いう | 母 畑 の 三 日 湯 」 伝 
説 が 残さ れ て いま す 。 

8 めき ー 









三 | NM 三 | 
湯野 上 温泉 着 全 津 : 下 卿 町] 
奈良 時 代 より 「 湯 の 原 」 と 親しま れ た 渓谷 の いで 湯 # 最 
寄り の 湯野 上 温泉 駅 は 珍し い 双 革 層 で 風情 ある 時 


観 が 人 気 で す 。 ナ > ン 
回 湯野 上 温泉 観光 協会 2 YS 
加 会 当 多聞 上 温泉 








』 記 三 岐 温泉 [県 中 : 天 栄村 ] 























と - 二 岐山 の 麓 に ひっ そり と 侍 む 、1,200 年 の 歴史 を 持つ 
ー ミ 秘 湯 。 渓 流 沿い の 露天 風呂 は 、 自 然 を 全身 で 感じ る こ a 
s 三 と が で きま す 。 っ 
ミ 等 団 天 栄村 観光 情報 セン ター 
| てこ 。 田 JR 東北 新幹線 新白河 駅 か ら 車 で 約 60 分 
も 

抑 熱海 温泉 [上 部 

温泉 街 を 流れ る 五 百川 沿い に 旅館 が 立ち 並び 、 猪 苗 

代 湖 や 磐 桶 山 な ど 観光 スポ ッ ト へ の アク セス も 便利 な 

美人 の 湯 で す 。 

回 箇 合 熱海 温泉 観光 協会 
田 JR 舟越 株 前 吉海 駅 


テト は | 。 

新 甲 子 温 県 : 導 あ 
放流 の 甲子 温泉 か ら 引 湯 し て 開か れ た 禁 放 東 1010jan【 ク ) 
温泉 地 。 現 在 で は 自 家 源 泉 か 6 け 流 の 宿 も あり ます 。 


回 西郷 鶴光 協会 計 還 ST 
| 田 JR 東 北新 幹線 新白河 駅 か ら 車 で 約 20 分 


ロ 
ョ <J」 
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知 
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Pd 三 M 三 | ーー 
十 湯 温泉 [県 北 : 福 島 市 ] 
土 湯 三楽 、 飯 坂 三楽 」 と 計 わ れ た 温泉 
郷 HEN 硫黄 泉 、 緑 ば ん 泉 な ど 10 種 類 の 多彩 な 湯 










回 人 
JR 東北 新 則 線 福島 駅 か ら バ ス ・ 車 で 約 40 分 















叶 る 道後 、 に 日 ネー 語 
6 数 えら れる 古湯 。 毎 分 5 トン と いう 豊 

誇り [美人 の 湯 」 と し て 愛さ れ て いま お 
匠 8 いわ き 坦 本 温泉 旅館 地 同 組合 
田 JR 和 本 記 か ら 人 歩 で 5 分 





Mi 順 間 Te 
ll [ 


[県 信 島 市 ] 
四 員 山中 IT 


日 本 下 尊 の 先見 と 伝え ら 4 松 尾 世 薫 も 夜 を 過ごし 
た 湯 の 衝 川沿 い に 立ち 並ぶ 旅館 や 9 つの 共同 浴場 
















』 Para 
『 田 JR 東 北新 幹線 福島 駅 か と 








2 


6 だこ 、 
高湯 温泉 |[ 此 福島] "写っ 2 





票 高 750m の 高原 に 湧く 「 奥 州 三 高湯 ] の 一 つ 。 無 色 
透明 の 温泉 が 湧出 し 、 空 気 に 触 れ て と ろり と 白濁 する 
秘 湯 の 湯 で す 。 

固 高湯 温泉 観光 協会 
東北 新雪 福島 駅 か ら バ ス ・ 車 で 約 40 分 








還 














に 証 温泉 [県 本 松 市 ] 





> 安達 太良 山麓 の 高原 に ある 珍し い 酸 性 泉 。 湯 元 
> 語ら 498km を 引き 湯 す る 問 に 揉ま れ 、 肌 に 柔 ら 
とこ 湯 が 特徴 で す 。 ーー 
回 人 会 ー。 xi 8 E 本 記 6 
シン JR 末松 駅 か ら バ ス で 約 25 公 で 反 
革 人 ーー お = 。 テー 





















美味 し いふ くし ま の 酒 を 発信 


日 本 ー の ふく し ま の 清 
ャ と ーー に 
旭 / 福 の 酒 
ロロ グ 
PUKUNOSAKE 


https://www.fukunosake.com 











造 年 度 全国 新酒 鑑 評 会 \ 金 人 受賞 数 








較 
に 2 
ひっ う 
(ご) 
宙 
還 






























器 癌 ご 人 長 週 S 避 吾 


hi OX 





= で 1 
は は 曜 r 


Ii 


ヾ 
> 


へ 民 羽 (4 詳 遂 見 て へ ひら S「 口 束 ・ 潜 穴 ・ 訪 洗 」 


2 03 
wtO は は ま 表 ③ 


太 精 込め て 造っ た | に PT / 
お 酒 を 味 わ を ます 。 / : koo 
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極上 の は じ ご 酒 
会 津 : 会 津 若松 市 ] 

市 内 宿泊 者 限定 ! 対 象 の 居酒屋 や スナ ッ ク 、 バ ー で 、 卿 土 料 理 や 

地酒 等 が 1.000 円 (税込 ) で 味わえ る 「 ほ ろ 酔 い セ ッ ト 」 が 楽し め 

ます 。 ま た 、 普 段 な か な か 見 る こと が で き な い 東山 芸 城 の 舞 を 

楽し め る 「 東 山 芸 城 キ ャ ラバ ン ] を 期間 限定 で 開催 し ます 。 

較 会 津 若松 市 ナイ ト タ イ ム エ コ ノミ ー 推 進 協議 会 

因 JR 毅 越 西 線 会 津 若松 駅 




































ルク 】 
PED4 た 
こち ら 


体験 後 は ワイ ン 2 杯 
ー パ 、 チー ズ を ご 提供 。 










夏 の 夜 の 土 湯 ぶ ら っ と 温泉 バル 
[ 県 北 : 福 島 市 ] 

土 湯 温泉 街 を 巡る 食べ 歩き イベ ント 。 例 年 は 11 月 の 日 中 に 開催 
で す が 、 今 年 は DC 期間 に あわ せ て 8 月 の 夜 に 開催 。 足 湯 め ぐり 
や 足湯 カフ ェ 、 え び 釣 りや 金魚 すく いな ど 楽 し みい っ ぱい 。 

国 NPO 法 人 土 湯 温泉 観光 協会 団 JR 東北 新幹線 福島 駅 か ら 車 で 約 45 分 


[ いわ き : い わき 市 ] 

DC 特別 企画 と し て ぶどう 畑 や 醸造 所 を 巡る ワイ ナリ ー ツ アー に 、 栽 培 体 
験 を プラ ス 。 体 験 後 は リ イ ン や チー ズ で 贅沢 な 時 間 を ゆっ た り と 。 

癌 5 と た ルン と リラ に メン ショ レル す : ミ ンド ン アル 

| 交 回 6 と の た” ぐに と 























ふく し ま の 果物 が 、 
ワイ ン に 実り まし た 。 


バッ 


は 証人 の 2 





に 


1 人 津 - 吉 方 市 ] PB 


福島 県 観光 物産 館 





ふく し ま 着 瀬 ワ イナ リー 葬 芝 「 
くし ま 達 瀬 ワ イナ リ 2 ほろ 酔い ウォ ー ク 2021 [県 : 福 島 市 ] 
























































[ 県 中 : 郡 山 市 ] の ーー 
= = 元 を 徒歩 で 巡 EE 加入] 
果樹 農業 の 6 次 産業 化 に 向け 、 2015 年 10 朋 に  " 二村 昔ながら の 温泉 情緒 を 満 也 し な が ら 、 飯 坂 の 街 を [ 県 北 : 福 島 市 ] 人 a エ ッ テー クラ リーY 和 5 02 | 測 
完成 し た 静か な 山あい に ある 豊か な 自然 環境 に 飲み 歩き 。 メ イン 通り か ら 隠れ た 人 気 店 まで 5 軒 全国 に 誇る 『 ふ くし ま の 酒 ] 約 50 蔵 元 の (上 に 酒蔵 錠 り 日 本 酒 の 試飲 と 洒 川 | 首 
恵まれ た 醸造 施設 。 避 っ て 飲食 で きま す 。7 月 に 開催 予定 。 IpEIV IsESio リ 上 に ラル と:: 細 病 3 の ここ ー ee り 
園 ふく し ま 逢 瀬 ワ イナ リー 固 ほろ 酔い ウォ ー ク 実行 委 員 会 事務 局 ( 飯 坂 社交 飲食 業 組合 内 ) 5 間 ミ レレ し コ レク と る く レ ル ア ル ンス ン た うり リル 固 会 津 喜多 方 商工 会 議 所 
因 東北 自動 車道 郡山 IC か ら 車 で 約 20 分 飯坂 温泉 観光 協会 較 福島 県 観光 物産 館 ア 因 JR 毅 越 西 線 喜多 方 駅 
JR 郡山 駅 か ら 車 で 約 40 分 国 JR 東北 新幹線 福島 駅 か ら 車 で 約 25 分 国 JR 東北 新幹線 福島 駅 か ら 徒歩 で 約 3 分 還 
| ne、 ゴス 














































(事務 局 川俣 町 産業 課内 ) 











人 
才 
ン 魚 黒 手 良 
ミ ォ わ は 清 | ま | 神 
わ き 常 と に な 
科 | さ る 自生 
艦 磐 汗 け づ 
ーー や る が 財 きき 9 が 
例年 夏 頃 、 い わき 沖 て 水 場 回 源 縮 国 5 1 て に 豊か な 自然 の 中 で 愛情 た っ ぷり に 育 pm 
げ さ れる カツ オ は 鮮度 が 抜 縮 設 癌 癌 」 つ 呼 か た = | 三 て た 「 和 牛肉 の 傑作 」。 肉 は 色 鮮 や か ブフ 
群 。 獲 れ た て を ニン ニク 醤 癌 革 品 の ば り ガ | E。 宏 日 で 、 良 質 な 還 降 り で や わら か い 和 肉質 
油 で 食べ る の が お すす め 。 昌 2 ロ 質 わ が 特徴 で す 。 
S 時 な る 
質 養 | ロロ ブ 生 る まま 
が 豊 1 ララ 自 本 桃 内 福 
富 ン 者 kc 
「 常 磐 も の 」 の ヒラ メ く な ド が 川俣 シャ モ の 丸焼き へ い \ 
「 間 5 美 福 思 肉 小曲 [川俣 > イ ぶ 
常盤 も の 」 の 代表 格 ヒ ラメ は 、 食 本 5 四 m 川俣 シャ モ 
味 に 優れ 、 首 都 較 の 卸売 市 場 で も 。 県 まつ り in 川俣 」 6 ] | 
高く 評価 され て いま す 。 沖 計 の [ 県 北 : 川 俣 町 ] 計 ご ツ と 
福島 県 ブラ ンド 認証 地 鶏 の 2 | 
穫 川俣 シャ モ の 丸焼き イベ ント 。 : 5 \ 
0 の 肉 焼き た て の 香ばし さき 、 噛 む ほ お し / レ 
ど に 深い 旨み を ぜひ 現地 で ! ニ 
胡 固 川島 シャ モ まっ り 実 行 委員 会 土 ズ 
産 ぐ 


ぃ 洛 半 9S 了 生 と 軸 の 9 せ 全 w 寺 8 尊 里 
















































も 
5 
9 | 
ふく し ま の ふく し ま の 2 0 リ 
ア 海 
4 1 ふ 、】 7 イ の 
eo プ 幸 
ア e 
い 山 
つ の 
ば 恵 
い み 
詳し い 軸 の 
観光 情報 は 福 旬 
島 を 
グ 
ル か 
多 福 豊 全 メ し 
彩 島 か 国 上 
な は な 届 
お 味 自 指 
い 自 然 の 
し 慢 台 。 5 
さ の 生 ど 
コシ が 強い ちぢれ 平 打ち 麺 と の 相性 抜群 。「 朝 ラー」 四 『 8 
で きる お 店 も 多数 。 
EN 内 地 メ の 福 w こ 回 唱 細 回 
固 (一 社 ) 豆 多 方 観光 物産 協会 『 
- あら 情 島 ! 寺 。 の 、 
味 激 熱 “ [日 本 一 の 米 を つく り た い 」 と いう 想い で 、 福 島 県 が 14 9 アル ッ ン 
わ 戦 が 年 の 歳 月 を か け て 開発 し た トッ プ ブ ラン ド 米 。「 香 り が に ジ ぎ ホリ ル 4 宮 ピン に 還 
っ 区 育 立ち 、 強 い 甘 み を 持ち な が ら 、 ふ ん わり 柔らか く 炊 き あ N 。/ 人 
間 00 が る 」 と いう 、 こ れ まで に な い 個 性 的 な 食 感 ・ 食 味 が 持 Si NN な AU 
だ 味 で す ャ マツ 冥 ッ ス Ne へ 。 |) 且 | 伴 な 桃 に カス ター ド を ベース に し た ス 
ヲ ち * 和 二 導 あ の ” り , 居 の 9 放ち ぎ た て の 桃 の 香り と 自然 の 甘 さ が た イー ツ ピ ザ で ます 。 同 じ く 国 見 町 産 の あん ず 
ラ NrSS プ 誠 ) ま ら な い 季 節 限 定 の フル ー ツ パフ ェ 。 | の ドラ イフ ルー ツ を トッ ピン グ し まし た 。 
ジ ク 2 SN へ 主 g の レ 固 まる せい 果樹 回 道 の 駅 国見 あつ か し の 卿 
ド 
米 
で 
回 





























回 癌 回 回 町 特産 の 桃 の 果 肉 を 白あん と 生 ク 
献上 桃 の 郷 ・ 桑 折 町 産 の 「 あ か つき 」 の み を 使用 。 桑折 町 産 の 桃 「 あ か つき 」 の 果汁 入り グ リー ム で 丁寧 に 包み まし た 。 桃 の 食 感 
回 ュ 75% の 高 果汁 で 、 桃 を その まま 食べ て いる よう な 上 ミ 。 袋 を 開け た 瞬間 に 広がる 桃 の 香り と も っ ちり と し た 餅 の 新しい スイ ー ツ 
品 な 味わい で す 。 と 、 優 し く と ろ け る 口 ど けが 楽し め ま す 。 で す 。 
国 数 折 町 振興 公社 。 回 径 折 町 振興 公社 固 手作り 菓子 エ 房 大 野 屋 





市 内 に は 数 多く の 店 が 軒 を 連ね 、 お いし さ を 競 い 合 いま す 。 
較 邊 河 観光 物産 協会 





26 ら 5 


青 報 | 新緑 の 福島 を 気軽 に バス で 巡る ! 


因 バ 


ma 幅 、 へ 観光 周遊 バス で 行く ! ノ 2021 年 4 月 11 月 まで の 土 ・ 日 祝日 及び 特定 日 


事前 予約 制 ( 当 日 空席 が あれ ば 予約 な し で も 乗車 可 ) 





トー た もう 


較 誠 只見 線 清 叫 プラ ン 





絶景 」「 食 」「 温 泉 」 奥 会 津 の 魅力 が セッ ト に 
自然 と 伝統 が 息づく 奥 会 津 へ 。 全 国 屈指 の 秘境 路線 「 只 見 線 」 へ の 乗車 を は じ め 、 
奥 会 津 の 魅力 を 詰 め 込 ん だ 観光 周遊 バス が 運行 ( 共 ま 98 


只見 線 が 誇る 
数 々 の 絶景 を 
お 楽し みく だ さい 。 





大 人 5,90 0 円 (税込 ) 小学 生 以 下 3.900 円 (税込) 
(昼食 、 温 泉 ヌ 渡し 体験 、 只 見 線 乗 車券 ) 














人 ノ 直 
ラー 志 の 駅 「 あ いづ 


周 辺 マ 4 TL ツン 


奥 会 津 を 満喫 する 旅 ! gm アーン 第 一 内 見川 橋梁 





人 ams 








ー (人 撮影 ボイン 
Ms 有紀 早 戸 温泉 「 つ る の 湯 ] 
寺 幼 峡 の 遮 し 体験 
9235 坦 枝 2:55 xoweu っ 所 本 還 10:30-11:00 電材 ii:30-2:20 12:40 一 13:35 
会 津 東山 温泉 発 会 津 若松 駅 前 発 計時 な 津 坂下 発 会 津 旨 酒 五ノ井 酒店 柳津 町 内 昼食 計 時 第 一 橋梁 ビュ ー ポ イン ト 
6 - 15:29 一 16:22 17:00 5 
13:55 一 15:00 1 6 17:35 17:50 
Si ュ LT 只見 線 乗 還 道 の 駅 あい づ 湯 川 ・ 還 較 に > 下 に 駅 前 
自由 選択 コー ス 半生 了 ら 和 和 全 津 坂下 着 会 津 東山 温泉 着 会 津 若松 駅 前 着 
回 夫 幻 峡 の 渡し 体験 
同情 思 お の ※ 運 行内 容 の 変更 また は 運休 に な る 場合 が あり ます 。 
(タオ ルレ ンタ ル 付 き ) ※ 最 新 の 情報 は 会 津 び バス の ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


予約] 人 0242-22-55255 会 津 バ ス 若 松 営業 所 https://www.aizubus.com/ 栓 東 。 





福島 バス 物語 と は 

福島 県 内 バス 会 社 4 社 で つく る 企画 で 、 路線 バ 
ス ・ 高 速 べ ス と 、 福 島 県 内 の 観光 施設 な ど を 組 
み 合 わせ た パッ ク 商 品 で す 。 

お 一 人 様 か ら 参加 可能 。 お 気軽 に お 問い 合わ 
せく だ さい 。 


ヽ 福 島 バ ス 物語 が 贈る ノ 





磐 桶 名 湯 リ ゾー ト ボナ リ の 森 は 、 硫 黄泉 の 【 白 い 美人 の 湯 】 と し て も 知ら 
れ 、 肌 に 吸い 付く よう な 温泉 に 入る と 肌 も スベ ス べ に な り 、 ま さ に 美人 の 
湯 と な っ て いま す , 美 人 の 湯 に ゆっ た り 浸 か り 、 昼 食 で は 飲み 放題 で 非常 
に お 得 な パッ ク と な っ て お り ま す 。 


| (か わせ み ) 





※ 写 真 は イメ ー ジ で す 。 


9:30 0 10:57 一 16:00 16:50 _17:33 回 国 
福島 駅 東口 半 路線 バス FT ボナ リ の 森 飲み 放題 ・ 昼 食 付 ボナ リ の 森 に 2 路線 バス 本 コ 
10:08 着 と な り ます 。 送迎 日 帰 リ バック 送迎 16:45 発 と な り ま す 。 17:23 着 と な り ます 。 回 竹 


※ そ の 他 の コー ス も 多数 ご ざい ます 。 詳 し く は 福島 バス 物語 予約 セン ター まで ご 連絡 くだ さい 。 





福島 バス 物語 





至 仙台 ・ 新 青森 









至 仙台 








っ 1 し = て ou 区 | ン 





こび 


くし ま 旅 


代行 バス 区 間 








車内 で は 福島 県 産 フ ルー ツ な 
ど を 使っ た オリ ジ ナ ルス イー ツ 
っ 5R の 7 ICE ラル ルウ / 


1999 年 に 復活 し た SL「C57 
180 号 機 」 が 「 レ トロ 調 大 正 ロ 
マン 」 を イメ ー ジ し た 客車 を 


ジュ ー ス 、 ア イス ティ ー、 ア イス で | 牽引 。 ソ ファ ー や イベ ント ス 
コー ヒー の セッ ト が 楽し め ま 員 w ) ペー ス 、 郵 便 ポス ト な ど が あ 
す 。 走る カフ ェ で 素敵 な ティ ー る 展望 車 、 子 ども が 遊べ る オ 


asgZP4SX4 軒 作 ん イ ム を お 過ごし くだ さい 。 コジ ョ 辰 望 車 両 が あり 、 旅 を 


満喫 する こと が で きま す 。 


還 4 一 9 月 の 運転 日 


43・ 人 10・11・17・18・24・25、5/8*9・15・16・22・23・29・30、6/5・6・12・13・19・20・27、 


7/3・ 人 を 10・11・17・18・22 一 24・31、8/1・21・22・28・29、9/4"5・11・12・18・19・25・26 還 4 一 9 月 の 運転 日 
科 当 43・ 人 を 10・11・17・18・24・25・29、5/1・2・45・8*915:16・22・23・29・30、6/5・6・12・13・ 


1 号 : 郡 山 (9:51) つ 喜多 方 (11:52) 2 号 : 喜 多 方 (15:30) つ 郡山 (17:07) 19・20・26・27、7/3・4・10・1 1・17・18、8/14・15・21・22、9/11・12・18・19・23・25・26 


男 時 刻 
乗車 日 3 日 前 まで の お 申し 込み で 、 全 て の 座席 に 「 ス イー ツ セ ッ ト 」 が 付い て お り ま す ( き っ ぷ 上 り : 新 津 (10:05) 会津 若松 (13:35) 下り : 会 津 若松 (15:25) 一 新津 (18:40) 
の み の 販 売 は いた し ませ ん )。 び ぴゅ う オ ン ラ イン で の 申し 込み も ご 利用 いた だ け ま す 。 


詳細 は JR 東日本 の ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 「SL ば ん えつ 物語 」 に 関す る 情報 は JR 東日本 の ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

















フル ー テ ィ ア ふく し ま 、 
SL ば ん えつ 物語 以外 の 夏 (7ー9 月 ) の 
イベ ント 列車 は 決ま り 次 第 、 
JR 東日本 ホー ムペ ー ジ 等 で 発表 され ます 。 


ング 花 め ぐり 号 











【SL ば ん えつ 物語 の ご 案内 】 

信 指 定席 に ご 乗車 の 際 は 、 事 前 に 乗車 券 の ほか 指定 席 券 を お 買い 
求め くだ さい 。 

信 指 定席 は ご 利用 日 の 1 ヶ月 前 の 10 時 より 発売 開始 。 乗 車券 ・ 
指定 席 券 の お 求め は JR の 主 な 駅 の みどり の 窓口 びゅう プラ ザ 
及び 主 な 旅行 会 社 へ 。 


宮城 ・ 福 島 の 花 の 名 所 に 向け て 、 ジ パン グ 車 両 を 使用 し 新緑 の 只見 線 に 「 風 っ こ 只 見 線 新緑 号 」 を 運転 し ます 。 画 列車 時 刻 、 運 賃 ・ 料 金 、 空 席 情 報 案 内 TEL.050-2016-1600 


て 「 ジ パン グ 花 めぐ り 号 」 を 運転 し ます 。 画 運 転 日 画 時 刻 
画 運 転 日 画 時 刻 5/2 一 4 会津 若 松 (10:15) つ 会 津川 口 (12:17) 
474・10・11 仙台 (09:42) つ 郡山 (11:4④ 会 津川 口 (13:56) つ 会 津 若松 (16:03) 
郡山 (14:21) 一 仙台 (16:20) 


※2021 年 1 月 現在 の 情報 で す 。 運 転 日 ・ 時 刻 等 は 変更 と な る 
場合 が あり ます 。 
ご 利用 の 際 は JR 時 刻 表 な ど で ご 確認 くだ さい 。 

※ 写 真 や イラ スト は 全て イメ ー ジ で す 。 実 際 の も の と は 異な る 
場合 が あり ます 。 
























JR 東日本 で は 、 ス マー ト フ ォ ン ひと つ で 「 便 利 で 快適 な 旅 ] を 
サポ ー ト する サー ビス 「TOHOKU MaaS」 を ご 提供 し ます 。 〉 調 
= 妥 前 エ ! 

サー ビス 提供 期間 :2021.4.1-9.30 FTP ー 


GBR 時 
旅 の プラ ン ニ ング に 始ま り 、 交 通 フリ ー バ パス や 飲食 ・ 入 館 券 な ど 各 種 チ ケッ ト の 購入 、 地 域 を 
走る オン デマ ンド 交通 の 予約 ・ 決 済 な ど が お 手持 ちの スマ ー ト フォ ン で 完結 で き 、 チ ケッ ト [角館 ェ リア | 
も 画面 の 提示 で OK… と 、「 よ り 便 利 な 移動 」 を 実現 で きる サー ビス 「MaaS」。 東 北 各地 で より 
多く の 場所 を 訪れ 、 リ アル な 体験 を 重ね て いた だ く た め の お 手伝い と し て 、8 つ の エリ ア で ーー 
サー ビス を ご 提供 し ます 。 皆 様 の お 越し を 心 よ りお 待ち し て お り ま す 。 


田 TOHOKU MaoS 


詳し く は | 東北 MaaS 認 財 で 検索 


※ イ ラス ト は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 提 供する サー ビス の 内 容 は 、 エ リア に より 異な り ます 。 






乗り た いと き に 
ラク ラク 移動 















の 計れ も 
Wm/ 論語 る ED 
A 坦 能 


本 北 MasS 

















角 き ミス テリ ー 


in 異 如 竹 くく 猪苗代 


ーー 
リ アル 王 所 し EE まま 5] に 1 1 レニエ ブ プペ さ 」 





27 





人 … 本 ガイ ドブ ッ ク 掲 載 の 
東北 DC 特別 企画 実施 箇所 


新潟 県 


ー プ ブー 
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2 綱 ) 6 
ュー の 人 会 、 
金山 町 
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只見 町 き 
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lk、 ノ - 、P 間 清 美 条 人 
P.1 霧 幻 峡 の 渡 ヒ 


ピン 






















入 光吉 他 設 | 病 58 


_「 喰 丸 小 ] 
昭和 村 WW 

















還 : 
ノー 還 道 の 駅 


か ら お むし 織 の 里 
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Ho 


中 還 田 





沖 頁 
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ンー こっ 人 
塔 の へ つり 駅 記 で 大 33 湖 、、 鏡 


下 卸町 4 K、 天 栄 科 い 寺 
人 本 作れ スマ ニ ト IC、 いい いい eo 雪 BlC 、 
ジウ (ECW 朋 ) 2 ン し egm - 川 温泉 導 iM の 、* 
グ 還 了 温 泉 ひ M/ 新白河 駅 / いい ) 


上 N 


| 道 の 駅 見 
茂庭 っ 湖 あつ か し の 卿 還 


N 

















1 
KEK 
米 玉 大 夫 HIC 


状 SA 





AA 市 





UCT (人 駅 











> 目 六 和 3 本 。 | / 霊山 | 
、 タム 高湯 温 530 福島 CT 」 2 6 中 央 (6 王 
es 
。 っ 誠 り の 駅 
上 吾 道 合 ふ …、 _ 福 NM 人 の 衝 り まう ぜ ん 
温泉 ひ ュ Mel 5 9 で 村 の 半 の 駅 0 ) * 
まで い 人 




















」 生 
提 
町 





頑 
村 
山 





7 し ま 東和 


上 作 当 / 
0 衝 導 ミイ 人 P/w us 

ジ と 4 = この = ュ ソノ ド さ | 1 H 北 
CN 全休 東 | 較 内 昌 語 富 人 本 /d に 2 @/ 









Lc 
9 誠 。 内 4 
店 ! 





浪 洒 I@OW_-- や 



































ら 芦 ノ 牧 温 泉 駅 ンー IN 各所 に 
ゆ 芦 ノ 牧 温 泉 に し / P4( あ ぶ く ま 油 こ 2 放 4 





人 4 『 
湯野 温 泉 





































































新 甲子 温泉 ジン 2 の 国道 の 駅 ふる どの 
ae 十 民 町 瑞 p っ 





















































































































































































































































ー ト IC 
ぷ ゃ 、 机 川 駅 ト 時 故に (ffcW) | 9 


更 NIC 人 ps 














FE. 
野馬 追 通 り 銘 醸 館 


6 / ( 甲 青 着付 け 体験 ) 
ング . 必 委 維 川 PA ン 補 2 周 道 の 駅 人 放 入 シャ ク ピ ァ ] 、 市 相馬 CT い 、 原 ノ 町 駅 
安達 に 貸 飯 館 村 5 


ぐー 園 道 の 駅 
M 









9 村人 


用 
高 駅 9 南 本 市 情 和 人 
































ST 2 コ 屋 と こ 、 湾 江 町 導 間 
al へ 7 K/ Mi V 三春 駅 A で 2 上 pa 駅 
の 野口 世 記念 郡山 IC Ca ペ | 1 NT 株 [ 証 
aa アテ 査 A、 宅 MA 





Q J ヴ ィ レッ ジ 駅 


(人 
G 広 野 駅 
















6 。 国宝 願 寺 の 
SS 道 の 駅 0 半 目 ) ^ 0 白水 阿弥 陀 堂 | いわ き ワ イナ リー 
人 尾瀬 檜 枝 岐 道 の 駅 国 デ 栃 木 県 議 東 京 / 河 市 ララ ンク! ! いわ き JCTW ] ガー デン テラ ス & 
上 選 。。 浅間 \、 ご 胃 城 滞 倉 駅 -G | 湯 ノ 岳 PA 5 一 ps | ショ ッ プ 
て 、 ee 人 類 リ り 貞 p4 | 飽 笛 N ll 湯本 駅 いわ き 市 石炭 化石 館 ほる る 
) ) デー 3 ツ シ いわ き 湯 本 ICO の 
d 7 ( ゅ いわ: 4 
い 時 人 桶 人 町 \ 了 バ m 湯 
~ ア 目 P.20 山本 不動 尊敬 城 駅 上 
プー = ハネ W 県 南 エ リア の 部 SN ae) 
尾 源 沼 V す な わ 7 ト 
ン イ ト 通 区 帰還 困難 区 域 (2021 年 1 月 現在 ) * 
群馬 県 "ご 。 1. 1 | し 
カツ で ※ 帰 還 困 難 区 域内 の 国道 6 号 ・ 県 道 35 f ) 。 M 
く . ※ー 部 運転 見 合わ せ と な っ て いる 区 間 と 号 は 、 自 動車 に 限り 通過 で きま す 。 2 W | 矢代 町 』 \ 
の の ) 計 ゝ 上 
ーッ 代行 バス を 運行 し て いる 区 間 が あり ま 球 車 歩行 者 は 通行 で きま せん ) ^ = の 生出 駅 至 水戸 . 品 川 3 わき リリ 7 
上 5 す 。 最 新 の 運転 状況 に つい て は [JR 東 日 0 5 10 20km 避 畑 eo as 和 
) 本 ホー ムペ ー ジ 」 を ご 覧 くだ さい 。 ! 茨城 県 / 
人 https://www.jreast.coJp/ ご ン ム 
固 リム ジン バス 画 合い タク シー よ De 
新 千歳 空港 。 約 1 時 間 20 分 の RW272M 名 答 2 福 | 福島 空港 乗り 合い タク シー リム ジン バス 
H 旧 ) 人 都 山 駅 849 分 県 北 エ リア 1 時 間 15 人 1 時 間 20 分 | 会津 若松 島 吉山 o 福 島 洲 。。 | 
- pp ワウ 
伊丹 空港 約 1 時 間 10 分 4 約 2 時 間 ( 郡 山 駅 乗 継 ) 空港 語 約 40 分 人 約 1 時 間 15 分 寺 ご 予約 、 思 島 交 通 合 024-944-5400 
枯  ー ce ーー に グ | ち 間 い 合わ せ は 
い ゎ き エ リア 91 時 間 20 分 尋 1 時 間 40 分 | 震 多 方 | ※ 放 因 鞭 区 域 、 天 寺 信和 生還 合 0242-22-5555 
福島 空港 の 情報 ・ フ ライ ト 情報 に つい て は 、 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さい 部 運行 で き な い 地域 が ス 且 了 二 旨 9 9 福 島 交 通 谷 024-944-5400 
福島 空港 ホーム ペー ジ https://www.fks-ab.co.jp/ 相 到 ェ リ ァ 1 時 間 40 人 人 津 ェ リア Io っ HONIHRIS2NSSSDN ※ 詳 し く は お 問い 合わ せく だ さい 。 
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時 中 通り (県 北 ・ 県 中 ・ 県 南 ) 

















目 浜 通 り ( 相 双 ・ い わき ) 
、 東北 新幹線 は や ぶさ 約 1 時 間 35 分 
東 由 


ニー ニー ニー ーー ーー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー 
コマ 党 磐 線 
似 常磐 線 特 急 約 2 時 間 20 分 鐘 約 1 時 間 20 分 剛 常盤 線 特急 約 1 時 間 介 





三 





ai 
国 還 
























用 般 越 株 快 夫 
合 東北 新 電線 約 40 分 約 40 分 代 
ニー ニー ニー ニー” 
駅 郡 駅 
ーー 山 凪 越 本 線 快 約 1 時 間 5 分 
東北 新幹線 四 
約 1 時 間 20 分 舟越 西 線 快 速 約 1 時 間 5 分 | 
デニ ーー ュー ーー 一 」 
! | 駅 
較 上 越 新幹線 清 所 記 
約 1 時 間 35 分 徒 上 910 分 出 只見 株 約 1 時 間 15 分 邊 人 
デー デー デー デー 一 
駅 駅 駅 
浅 東武 鉄 道 ・ 野 央 鉄道 会津 鉄 道  = 財 会津 鉄道 計 妥 央 直 西 線 還 
曹 特急 最短 約 3 時 間 9 分 庄 目 401 時間 区 当 20 分 攻 2 
駅 島 所 ニー ニー ニ _ 55 
3 駅 駅 駅 


※ 一 部 運転 見 合わ せ と な っ て いる 区 間 と 代行 パス を 運行 し て いる 区 間 が あり ます 。 
最新 の 運転 状況 は JR 東日本 ホー ムペ ー ジ な ど で ご 確認 くだ さい 。 








車 で 


時 中 通り (県 北 ・ 県 中 ・ 県 南 ) 




















































東北 自動 車道 約 2 時 間 45 分 癌 東北 自動 車道 約 55 分 
6 回 
昌 東北 自動 車道 約 2 時 間 25 分 東北 自動 車道 約 1 時 間 15 分 品 
JCT IC 城 
東北 自動 車道 約 2 時 間 東北 自動 車道 約 1 時 間 40 分 !C 
目 浜 通 り ( 相 双 ・ い わき ) 
、 常 自 動 車道 約 3 時 間 25 分 | 馬車 道 ほか 約 1 時 間 
、 常盤 邊 動車 道 約 2 時 間 45 分 上 二 車 道 ほか 1 時 間 40 分 仙 
四 C 
JCT 常 般 自 動車 道 約 2 時 間 まめ 常 船 自動 車道 ほか 約 2 時 間 25 分 商 
常磐 自 動車 首 』、、 目 IC き 
約 1 時 間 45 分 2 常磐 自動 車道 ほか 約 2 時 間 40 分 
IC き 
会 津 (会 津 ・ 南 会 津 ) 
中 表 新 毅 越 自動 車道 約 1 時 間 30 分 会 
央 当 了 : 当 国 道 121 号 に 3 
jic EE 920 分 多 
方 
本 
城 人 東北 自動 車道 約 1 時 間 25 分 
IC 郡 円 
CT 后 引 動 車道 阪和 
東北 自動 車道 約 2 時 間 30 分 約 20 分 高 苗 
原 代 
本 IC 
東北 自動 車道 癌 本 
川 。 約 1 時 間 30 分 た 敗 国道 400 号 一 121 号 約 1 時 間 
ロ fe 南 
マ 会 
津 








JCT 
東北 自動 車道 約 2 時 間 h 国道 289 号 約 50 分 


※ 所 要 時 間 は あく まで も 目安 で す 。 ダ イヤ 改正 や 道路 状況 等 に より 変動 し ます の で ご 注意 くだ さい 。 
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床 胡 /MAA 


| 


ー 福島 忌 を 知る 一 


この 湯 旬 の 世の中 で 、 あ な た は どう し て いま すか 。 新しい 生活 の 中 で 、 肌 分 らし き を 失っ た り し て いま せん か 。 
で も 、 も し あな た が 失っ た と 上 じ た な ら 、 あ な た の 中 の サム ライ の いぶ に 聞い て みて くだ さい 。 そ の む は 何と 委 え まし た か ? 
も し 、 そ れ で 見 つか ら な か っ た 時 、 和 福島 に 角 れ て みる と 、 委 え に 近 づけ る か も し れ ま せん 。 


With コ ロナ 時 代 の ふく し ま 観 光 PR 動 画 
【 THE NEW NORMAL FUKUSHIMA^ 福 島 己 を 知る < 】 
Io ド /4774747A/e)Uld0le 人 に 肌 e)007A/ た on『A/ い の 7074|5 人 FT:4 
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巡る た びび 、 合同 で 6 ヶ月 間 行 う 広域 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン (DC)。 
「 巡 る た び 」 と いう 言葉 で 、「6 県 を きま ざま な テー マ ・ ル ー ト で 周遊 し て いた だ きた い ]」 
出 会 の 」 旅 。 と いう 思い を 表現 し て いま す 。 
東北 呈 「 出 会 う 旅 ] と いう 言葉 で は 、 複 数 県 観光 資源 を テー マ で 連携 させ 、 単 県 で は アピ ー ル 四 ふ くし ま の 旅 
* で き な か っ た 新しい 魅力 を 創出 する こと で 、 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 ・ 食 、 い くつ も の 出会い や 東北 DC 特設 サイ ト は こち ら 
2021.4.1-9.30 発見 に 溢れ た 東北 を 表現 。 広 域 DC な ら で は の 旅 の 楽し み を アピ ー ル し て いき ます 。 


旅 を すれ ば する ほど 奥深 さ を 感じ る 東北 を 「 た び ] と 「 旅 ] で 韻 を 踏ん だ 印象 的 な 言葉 で ふく し ま の 旅 | Q 


表現 し て いま す 。 


一 経 に e ご 登録 し て いた だ いた 方 に 、 認 定 証 を 発行 し ます 。 
東北 DC を 一 緒 に 盛り 上 げ る は 還 に 和 は は の 詳し く は ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


「TOHOKU サ ポー ター」 大 募集 ! オリ ジ ナ ル 和 缶 バ ッ ジ を プレ ゼン ト ! 向 https://dc.tohokukanko.jp/dc-welcome/ 


回 
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発行 :「 福 が 満開 、 福 の し ま 。]」 福 島 県 観光 復興 推進 委員 会 9eo-s67o 福島 県 福島 市 杉 表 町 2-16( 福 鳥 県 観光 交流 課内 ) TEL:024-521-7398 FAX:024-521-7888 
久本 誌 掲載 の 記事 ・ 写 真 ・ イ ラス ト 等 の 無断 転載 を 茜 じ ます 。 ま た 、 掲 載 写真 や イラ スト は 全て イメ ー ジ で す 。 欠 掲載 デー タ は 、2021 年 1 月 現在 の も の で す 。 内 容 は 予告 な く 変更 され る 場合 も あり ます の で 事前 に ご 確認 くだ さい 。 欠 休 和 館 日 は 年 末年 始 ・ 
ゴー ルデン ウイ ー ク ・ お 盆 休 み を 省略 し て いる 場合 も あり ます 。 欠 料金 は 、 基 本 的 に 税込 価格 の 大 人 料金 を 掲載 し て お り ま す 。 





